
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

● 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 21,200 158,200 109,067 0

事業費

の内訳

令和3年度決算

・消防指令システム更新等設計　５５，４６９，３７４
・消防救急デジタル無線更新等設計　４３，６１６，５４０
・消防局庁舎アスベスト除去工事実施設計　２，７８１，８８１

令和4年度予算

令和４年度予算０

人工 1.0 1.0 1.0 0.0

人件費 7,200 7,200 7,200 0

事業費 14,000 151,000 101,867 0

うち特定財源 6,181 140,598 101,069 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

令和7 年度

関連法令・条例・
要綱等

消防法、消防組織法、消防力の整備指針、市町村の消防の連携・協力に関する基本指針

他都市の状況

指令業務の共同運用
・千葉市：Ｈ25から
・福岡市：Ｈ29から

実施結果

札幌圏消防通信指令共同運用実施設計
札幌圏消防指令システム更新工事実施設計
札幌圏消防救急デジタル無線システム更新工事実施設計
札幌圏消防システム付帯工事実施設計その１・その２・その３
札幌市消防局庁舎改修工事実施設計
札幌市消防局庁舎改修設備工事実施設計

事業実施における
工夫点

札幌圏消防システム付帯工事実施設計について、作業効率を上げ、費用の低廉化を図るため、設計するエリアを
３つに分け依頼した。

対象者 市民 開始 平成30 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

①消防指令システムを共同整備し、運用を開始する。
②消防救急デジタル無線を更新整備する。

長期

①消防の連携・協力の推進
②共同整備・運用による行財政効率の向上

取組内容

【目的】
　平成２５年度に整備した消防指令システム・消防救急デジタル無線を更新整備するとともに、札幌圏の６消防本
部で消防指令システムを共同整備し、更なる効率化を図る。
【内容】
①札幌圏６消防本部で消防指令システムを共同整備する。
②平成２５年に札幌圏６消防本部で共同整備した消防救急デジタル無線を更新整備する。
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

● 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
札幌圏消防通信指令業務共同運用基本計画通り、実施設計が完了したため。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

消防指令システム及び消防救急デジタル無線システム各種工事を遅滞なく行い、札幌圏消防通信指令業務
共同運用基本計画を遂行する。

予算
令和３年度に実施設計が完了している「指令システム」「無線システ
ム」「アスベスト除却」の各工事費用及び高所監視カメラ更新に係る実
施設計費用

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし。
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

なし。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

基本設計及び実施設計を実施していることから、実施手法は適正である。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

札幌圏の指令共同化を図ることにより、各消防本部間の連携・協力体制の強化が見込まれる。ま
た、消防指令システム及び消防救急デジタル無線を共同整備し運用することにより、財政効率の
向上が図られるため、対象者のニーズに応えられている。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

札幌圏消防通信指令業務共同運用基本計画により令和３年度に実施設計が完了した。現在まで
遅滞なく事業を進められているため。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

６消防本部の実状及び意見を把握し、札幌圏消防通信指令委員会にて適時合意形成した上で、
事業を進めていることから、事業規模は適正である。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

工事契約締結

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 札幌圏共同消防通信指令システム更新整備

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

基本設計完了 実施設計 実施設計完了


